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先週 

講壇 次 週 礼 拝 

◇ 本日の集会 ◇ 

○ＣＳ教師祈祷会 ８時４５分   祈祷室 

○教会学校礼拝  ９時  ホール・祈祷室 

○日曜求道者会  ９時１０分  オリーブ 

○コーヒータイム 礼拝後   玄関ロビー 

～以下すべてコーヒータイム後～ 

○活動委員会組織会 
○礼拝委員会         礼拝堂前方 
○会堂管理委員会        ホール右 
○社会委員会          ホール左 
○教会音楽委員会          ろば 
○はこぶね委員会         祈祷室 
○図書委員会           図書室 

○若草会役員会         オリーブ 

 ４月２１日(日)１０時半 

 復活節第４主日礼拝 

説 教 「霊と肉」 

伝道師 太田 好則 

聖 書 ガラテヤの信徒への手紙  

５：１３～２６ 

交読詩編 １１８：１～１６ 

讃 美 歌 21-５１２、21-４１７、21-５１０  

司式 古屋 治雄 

 

前 奏  

招 詞 イザヤ書４３：１ 

頌 栄 21-８３(1節のみ) 

交読詩編 １３８（１６２頁） 

主の祈り (交読詩編に添付) ［1-５６４］ 

讃 美 歌 21-３５５ 

使徒信条 (交読詩編に添付) ［1-５６６］ 

聖 書 ヨハネによる福音書５：１～９ a 

（新約聖書１６８頁) 

祈 祷  

教会学校教師任職式 

オルガニスト・聖歌隊任職式 

讃 美 歌 21-１５５ 

説 教 「三十八年間の苦しみを 

知る方」 

祈 祷  

讃 美 歌 21-４５２ 

献 金  

報 告  

頌 栄 21-２７ 

祝 祷  

後 奏  

４月１４日(日) １０時半 

司式 太田 好則 

 

＊体調に不安のある方は、無理をせずご自宅で

の礼拝をお願いします。また基本的な感染対

策、特に玄関での手指消毒の励行をお願いし

ます。 

復活節第３主日礼拝 
「主に感謝せよ 慈しみはとこしえに」 

詩編１３６：１〜２６  

～新年度教会標語による説教～  

牧師  古屋  治雄  

◇新年度の標語として詩編136編1節が与えら

れた。この詩編はイスラエルの歴史の節目節

目で歌われた賛歌である。イスラエルには苦

難があった。しかし神様が恵みをもって解決

してくださった。歴史が後退することなく前

進してきた。阿佐ヶ谷教会が創立100周年を感

謝することの根拠がここにある。100周年記念

誌の発行が準備されている。これはこの10年

だけでなく、百年全部を振り返ろう、感謝し

ようという企てである。ヘブライ人への手紙

は「私たちもまた、このように多くの証人に

雲のように囲まれているのですから、すべて

の重荷や絡みつく罪を捨てて、自分に定めら

れている競走を忍耐強く走り抜こうではあり

ませんか。(12:1)」と呼びかける。私たちも

また、先人と共に恵みを受け止めてこの標語

聖句を告白するのである。 

◇神様に感謝しつつ、神様を畏れつつ歩むの

がキリスト者の生き方である。しかし私たち

はしばしば、畏れることを忘れてしまう。詩

編106編にも平行箇所がある。13節や14節に現

れているような悪が行われた。教会の主日の

礼拝は、神様への感謝とともに、共同体とし

ての罪の告白をし、キリストのとりなしを信

じて、捧げ続けているのである。詩編107編に

も平行箇所がある。贖われた人々とは信仰共

同体のことである。主イエスはまず、弟子た

ちを通して恵みを与えられた。弟子集団を一

つにして愛し抜かれた。神の贖いの群れ、こ

れが教会である。人間は失敗を繰り返すが、

神は私たちをあわれんで、契約の義務をご自

身に課せられたのである。神の救いが教会を

通して行き渡る、そのようなものであるから

こそ、関係を修復する神の恵みに立つことが

できるのである。 

◇私たちは贖いの主イエスに、慈しみを祈る

者とされている。決してうなだれない。約束

はいまだ完成していないが私たちは主を見上

げて、主がやがて来られることを確信しよ

う。私たちはとこしえに慈しみに生きること

ができるのである。 

（要約：太田 好則） 

祈祷課題 「活動委員会を覚えて」 

阿佐ヶ谷教会には 20 の活動委員会がありま

す。礼拝を豊かに守る、社会に奉仕する、教会

の情報を外に発信するなど、様々な形で、ある

委員会は毎週、ある委員会は時に応じて奉仕

し、ある委員会はいざという時の備えをするな

ど、奉仕の形も頻度も様々です。この業が神

様に導かれ、実を結ぶように祈りましょう。 

☆西東京教区を覚えて―今週は東久留米教会 

(石田真一郎牧師)のために祈りましょう。 

◇ 次週主日の集会 ◇ 

○ＣＳ教師祈祷会 ８時４５分   祈祷室 

○教会学校礼拝  ９時  ホール・祈祷室 

○日曜求道者会  ９時１０分  オリーブ 

～以下コーヒータイム後～ 

○ＣＳ教師会           ホール 

○聖歌隊練習            ろば 

○バザー役員会          祈祷室 

○シオン会例会          礼拝堂 

○シルバー会世話人会       図書室 

☆教区墓前礼拝  １５時    小平霊園 ◇ 今週の集会 ◇ 

○伝道委員会 １ 6日(火) １９時オンライン 

○会計監査  １７日(水) １４時 祈祷室 

祈祷会   １７日(水) １９時半 

祈祷室・オンライン 

ホセア書９章 

「活動委員会を覚えて」 

小倉日明教会(福岡県北九州市) 

沖村 裕史牧師（代）を覚えて 

〇聖書に親しむ会 １８日(木) １９時半 

祈祷室・オンライン 

ルカによる福音書 ２０：９～１９ 

「愛する息子を送ろう」 

○全体修養会ワーキンググループ 

２０日（土）２０時 オンライン 



定 期 集 会 案 内 

○主日礼拝   毎週日曜日１０時半 

○火曜礼拝   毎月第２・４火曜日１５時 

○教会学校   毎週日曜日９時 

○祈祷会    毎週水曜日１９時半 

○日曜求道者会 毎週日曜日９時１０分 

○聖書に親しむ会(木曜求道者会) 

       毎週木曜日１９時半 

聖 書 日 課 

○主任牧師   古屋 治雄 

○伝道師    太田 好則 

 教職との面会をご希望の方は電話またはメールで予約の上、お越しください。 

furuya@asagaya-church.com 

ota@asagaya-church.com 

〒 166-0001 東京都杉並区阿佐谷北 5-18-10  
Tel.03(3337)5879  振替  

ホームページ http://www.asagaya-church.com 

Eメール staff@asagaya-church.com 

15日(月) 黙示録 1:1-8 出エジプト 5:1-13 

16日(火) 1:9-20 5:14-23 

17日(水) 2:1-11 6:1-13 

18日(木) 2:12-17 6:28-7:13 

19日(金) 2:18-29 7:14-24 

20日(土) 3:1-6 7:25-8:15 

21日(日) イザヤ 62:1-5 黙示録 3:14-22 

 ヨハネ 21:15-25 詩編 118:1-12 

◇ 報  告 ◇ 

○ 4月長老会報告(主要事項) 

1. 役割分担を決定した。 

 

2. 会員異動を承認、確認した。 

 

3. 長老研修会を 4月 29日に実施することを決定 

規則変更に伴う細則変更を確認し、今後の部

会のあり方を協議する。 

4. 教会案内を改訂することを決定した。また教会

員へのアンケートを実施すること、および緊急

時対応カードを更新することを決定した。 

○全体修養会(9 月 22 日～ 23日)の申込用紙を

配布しました。必要事項をご記入の上、受付の

箱、郵送、メールいずれかの方法でお申し込み

ください。5月 19日（日）締切です。 

2024 年４月１４日(日)               (No.2) 

しかし、ヤコブよ、あなたを創造された方 イスラエル

よ、あなたを形づくられた方 主は今こう言われる。 

恐れるな。私があなたを贖った。私はあなたの名を呼ん

だ。あなたは私のもの。 

イザヤ書４３章１節 

○創立 100周年記念事業特別会計献金のお勧め 

感謝と祈りをもって献げしましょう。 

期 間 ２０２５年２月１１日まで 

○礼拝や諸集会への参加状況を確認するため、

また近況を把握するためにアンケートを実施し

ます。併せて、かかりつけ医、常用薬、緊急時の

連絡先などをお尋ねする緊急時対応カードの

更新も行います。教職が厳重に管理しますの

で、ご協力をお願いします。 

○礼拝開始５分前にピアノが演奏されます。こ

の後は私語を慎み、礼拝に向けて心備えを

しましょう。 

〇毎週、礼拝後の 20 分ほど、玄関ロビーにて

コーヒー・タイムを行います。礼拝後の諸集

会の開始が遅くなりますが、教会全体の取り

組みとしての趣旨をご理解いただき、ご協力

ください。20 分ほど経ちましたら終了の声掛

けをさせていただきます。 

〇説教題看板を書いてくださる方を募集します。

お問い合わせは教職または事務室まで。 

○聖歌隊員を募集します。体験入隊もできます。 

お問い合わせは隊員まで。 


